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　平成３０年に起こった出来事の中から、公民館や市民活動センター、市ホーム
ページでのアンケートなどで選考し、決定しました。
　皆さんご協力いただき、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
平成３０年境港市の平成３０年境港市の

( 平成３０年１１月２８日現在・順不同 )

○境
さかいこう

港が「ポート・オブ・ザ・イヤー２０１７」
　受賞（１月）

　公益社団法人日本港湾協会が全国の港湾から選定する最

も元気のある港として、境港が選ばれました。

　竹内南地区のターミナル整備や、クルーズ客船の増加で、

全国から注目が集まっています。

©水木プロ
○記録的な大雪・低温（２月）

　境港市は大雪に見舞われ、市民生活に大きな混乱をもた

らしました。

　２月８日には、積雪が６４ｃｍを記録し、翌９日には、

最低気温が－８．１度を記録。明治１６年の観測開始以降

史上３番目の低温となりました。

○水木しげる記念館　開館１５周年（３月）

　水木しげる記念館は、平成１５年３月８日の水木しげる

先生の誕生日に開館しました。１５周年記念セレモニーで

は、先着千人に記念チケットが配られたほか、１５周年を

記念した横断幕が披露されました。

○境港市議選　市制施行以来初の無投票（１月）

　１月２８日に告示された境港市議会議員一般選挙は、立

候補の届出者が定数（１６人）を超えなかったため無投票

となり、新人１人を含む１６人の当選が決まりました。

【
１
月
】

◇
消
防
出
初
式　

◇
成
人
式

◇
カ
ニ
感
謝
祭　

◇
ブ
ラ
ス

フ
ェ
ス
タ　

【
２
月
】

◇
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
大
会

【
３
月
】

◇
水
木
し
げ
る
生
誕
祭　

◇
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◇
美
保
基
地
に
陸
自
大
型
輸

送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
配
備

【
４
月
】

◇
桜
ま
つ
り　

【
５
月
】

◇
市
民
運
動
会　

◇
美
保
基

地
航
空
祭　

◇
フ
レ
イ
ル
予

防
講
演
会

【
６
月
】　

◇
ほ
っ
と
は
あ
と
＆
福
祉
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
in
夢
み
な
と

タ
ワ
ー　

◇
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

◇
住
民
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
」
誕
生

【
７
月
】

◇
夕
日
ヶ
丘
地
区
親
水
護
岸

完
成　

◇
み
な
と
祭
・
妖
怪

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
８
月
】

◇
中
国
琿
春
市
と
の
友
好
都

市
提
携
25
周
年
記
念
式
典

    

平
成
平
成
3030
年年

　
　

主
な
出
来
事

　
　

主
な
出
来
事
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©水木プロ

水木しげるロードの手押しポンプで涼をとる家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　
©水木プロ

○市民会館閉館、解体始まる

　
長きにわたり、市民の交流の場として利用されてきた市

民会館が、閉館となりました。最終週には、写真展で歴史

を振り返り、閉館日にはミニコンサートで別れを惜しみま

した。

○水木しげるロードリニューアルオープン（７月）

　水木しげるロードが、リニューアルオープンしました。

　魅力アップした妖怪ワールドには、連日たくさんの観光

客が訪れており、入り込み客数はすでにリニューアル後

１６２万人、夜間１７万人、年間を通して２５０万人を突

破しています。またこの事業は、第１３回まち交大賞創意

工夫大賞を受賞するなど、高い評価を受けています。

○記録的な猛暑（８月）

　全国的に、猛烈に暑い夏となりました。

　境港市でも、８月２２日に最高気温３８．５度を記録し、

明治１６年の観測開始以来史上最高となりました。

○竹内南地区貨客船ターミナル
　（境夢みなとターミナル）が着工（７月）

　竹内南地区に、平成３２年春完成予定の、旅客施設の建

設工事が着工しました。

　ターミナルの名称は、公募の結果「境夢みなとターミナ

ル」に決定し、境港の新たな海の玄関口として完成が待た

れます。

○大部由美さんが鳥取県のスポーツ功労章を受章
　（１０月）

　なでしこジャパン（サッカー日本女子代表）コーチの大

部由美さん（境港市教育委員会）が、鳥取県からスポーツ

功労章を授与されました。１１月には、同チームの高倉麻

子監督とともにサッカー教室を行うなど、世界で、境港で、

活躍されています。

○境漁港　水揚げ金額３年連続２００億円
　の大台を突破！

　平成２９年の境漁港の水揚げ金額が２０５億円余

と全国第８位となりました。これは、平成２７年か

ら３年連続での大台突破です。

イメージ図

【
９
月
】

◇
モ
ス
ク
ワ
・
東
京
オ
ー
ト

ラ
リ
ー
出
発
式　

◇
い
き
い

き
浜
っ
こ
祭

【
10
月
】

◇
水
産
ま
つ
り　

◇
鬼
太
郎

カ
ッ
プ
駅
伝　

◇
Ｊ
Ｋ
モ
ル

ナ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ー
リ
ン
グ
レ
ー
ザ
ー
チ
ー

ム
キ
ャ
ン
プ
実
施　

◇
は
ま

る
ー
ぷ
バ
ス
に
定
期
券
・
１

日
乗
車
券
・
障
が
い
者
割
引

開
始

【
11
月
】

◇
市
表
彰
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
・
金
婚
式
典　

◇
境
港

管
理
組
合
設
立
60
周
年
記
念

式
典　

◇
伯
州
綿
を
使
っ
た

水
産
手
拭
い
完
成

【
12
月
】

◇
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

【
年
間
】

◇
平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
納

税
７
億
１
７
６
０
万
円
余

（
史
上
最
高
額
・
県
内
１
位
）

◇
米
子
空
港
国
際
便
相
次
い

で
増
便（
ソ
ウ
ル
便
６
便
化
・

香
港
便
３
便
化
）　

◇
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
初
実

施　

◇
保
育
施
設
３
園
が
新

規
オ
ー
プ
ン　

◇
外
国
人
技

能
実
習
生
と
の
交
流
会
（
ひ

な
ま
つ
り
・
七
夕
交
流
会
）　

◇
山
陰
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
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還
付
申
告
の
受
け
付
け
を

２
月
１
日（
金
）か
ら
行
い
ま
す

　
　

今
年
か
ら 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

が
申
告
会
場
と
な
り
ま
す

【と　き】

　２月１日（金）～３月１５日（金）

　※土・日・祝日は休み

　◇受　付　午前８時３０分～午後４時

　◇申告相談

　　午前９時～正午・午後１時～５時

【ところ】

　保健相談センター２階 研修室

　※受け付け順に申告相談を行います。

　　混み合う際は長時間お待ちいただく

　　場合があります。

　※期間中、税務課の窓口では、作成済

　　の申告書の提出のみ受け付けます。

▼問い合わせ先
◇米子税務署　
　（☎３２－４１２１）
◇税務課市民税係
　（☎４７－１０１７）

還付申告のお知らせ

　

市
で
は
、
所
得
税
の
還
付
申
告
お
よ
び

市
・
県
民
税
の
申
告
の
受
け
付
け
・
申
告

相
談
を
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
始
ま
る
２
月
18
日
（
月
）

以
降
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
還
付
申
告
を
さ
れ
る
人
は
、

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
所
得
税
の
還
付
申
告

　

給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
が
、
本
来
課
税
さ
れ
る
額
よ
り

も
多
い
人
や
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
人
（
医
療
費
控
除
）、
住
宅
取
得
や
一
定

の
増
改
築
の
た
め
に
金
融
機
関
か
ら
借
り

た
借
入
金
残
高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
）
な
ど
は
申
告
す
る
と
、
納

め
過
ぎ
の
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、米
子
税
務
署
で
は
２
月
18
日
（
月
）

か
ら
申
告
相
談
（
還
付
申
告
・
確
定
申
告
）

を
行
い
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
に

住
所
が
あ
る
人
は
、
境
港
市
へ
の
申
告
が

必
要
で
す
。（
市
・
県
民
税
の
申
告
に
は
、

所
得
税
の
申
告
の
よ
う
な
申
告
不
要
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
不

要
で
す
。

①
給
与
収
入
の
み
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ

　

て
い
る
人

②
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

※
申
告
の
必
要
が
な
い
①
、
②
の
人
で
も
、

　

「
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

　

除
以
外
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

　

合
に
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

で
も
、
所
得
証
明
書
等
の
発
行
や
国
民
健

康
保
険
税
の
判
定
な
ど
に
影
響
が
あ
る
場

合
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の

　

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の

ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告

シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
と
、
作
成
し
た

申
告
書
を
自
宅
等
か
ら
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

   h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/
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還付申告のお知らせ

□ 印章（スタンプ印は不可）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□ マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

□ 本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

□ 所得額が分かるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額が分かるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、平成３０年１２月３１日現在６５歳以上の人で、一定の要件に該当

　　する人は、障害者手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者

　　控除を受けることができます。詳しくは、長寿社会課（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）

　　が受けられますが、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を

　　含めた全ての寄附金の証明書をご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人（本誌６ページをご覧ください。）

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（本誌７ページをご覧ください。）　

申 告 に 必 要 な も の申 告 に 必 要 な も の 申告相談に出かける前に、必要

なものが揃っているか、□ 印

にチェックして確認してみま

しょう！

市・県民税における配偶者控除・配偶者特別控除の見直し
　平成３１年度の市・県民税（平成３０年分の所得）から、配偶者控除・配偶者特別控除が改正されます。

▼配偶者控除　これまでは納税者本人の合計所得金額に制限はありませんでしたが、納税者本人の合計所
得金額が９００万円を超えると、配偶者控除の控除額が徐々に少なくなり、納税者本人の合計所得金額が
１，０００万円を超えると、配偶者控除の適用は受けられなくなります。

▼ 配偶者特別控除　配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計所得金額が、３８万円超１２３万円以下
に改正されます。（改正前は３８万円超７６万円未満）また、納税者本人の合計所得金額が９００万円を
超えると、配偶者特別控除の控除額が徐々に少なくなり、納税者本人の合計所得金額が１，０００万円を
超えると、配偶者特別控除の適用は受けられなくなります。
※所得税についても同様の変更が平成３０年分の所得から適用されます。控除額については、市・県民税
　と異なりますので、詳しくは国税庁ホームページをご確認ください。

5　平成３１年１月



　健康の保持増進および疾病予防のための一定の取り組み（※１）を行っており、前年中に本人や家族

のための特定一般用医薬品等（※２）の購入費があるときは、下図の計算方法で医療費控除として所得

から差し引かれます。（通常の医療費控除との併用はできません。）

※１：人間ドックやインフルエンザの予防接種など、法令に基づき行われる取り組みをいいます。

※２：対象となる医薬品は領収書に記載されています。詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。

▼必要な書類
◇一定の取り組みを行ったことを明らかにする書類

　　各種検診の領収書または結果通知表（勤務先名称または保険者名の記載があるもの）、予防接種の領収書ま

　たは予防接種済証など。

◇セルフメディケーション税制の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードできます）

　　薬局等が発行した領収書をもとに、薬局ごとに医薬品の名称、支払った金額および補てん金の合計金額をあ

　らかじめ計算し、所定の様式へ記載しておいてください。

医 療 費 控 除 の 特 例 医 療 費 控 除 の 特 例 （セルフメディケーション税制）（セルフメディケーション税制）

≪セルフメディケーション税制の計算方法≫

平成３０年中に支払った
特定一般用医薬品等購入費

保 険 金 な ど で
補てんされる金額

12,000 円
セルフメディケーション税制
に係る医療費控除額
（最高8万8千円）

－ － ＝

還付申告のお知らせ

　前年中に、本人や家族が病気やけがなどで治療を受けた際に支払った医療費は、

下図の計算方法で、医療費控除として所得から差し引かれます。

▲

対象となる主なもの
◇医師や歯科医師による診療・治療の費用　　◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費　　　　◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、はり、きゅう、柔道整復による施術費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されている医療費控除相当分▲

対象とならない主なもの
◇インフルエンザ等の予防接種の費用　◇美容整形の費用　◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▼必要な書類
◇医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードできます）

　　医療機関等が発行した領収書をもとに、医療を受けた人・医療機関ごとに、支払った医療費および補てん金の

　合計金額をあらかじめ計算し、所定の様式へ記載しておいてください。

　　医療費通知書を利用して医療費控除を受ける人は、医療保険者等が発行した医療費通知書の添付が必要です。

◇おむつ使用証明書（寝たきり等による介護用おむつの購入費を申告する場合に必要です）

　　おむつ代の医療費控除を初めて受ける人は、医師が発行する証明書が必要ですが、２年目以降の人は、長寿社

　会課が交付するおむつ使用の確認書等を「おむつ使用証明書」に代えることができます。

医 療 費 控 除医 療 費 控 除

≪医療費控除の計算方法≫

平成３０年中に
支払った医療費

保 険 金 な ど で
補てんされる金額

１０万円または
所 得 額 の 5 ％
（どちらか少ない額）

医療費控除額
（最高２００万円）

－ － ＝

【医療費控除（特例を含む）の領収書についての注意事項】
　医療費控除を受ける際には、明細書を添付することにより、領収書の添付が不要となります。ただし、税務署

から提示や提出を求められる場合がありますので、領収書は申告者自身が５年間保管する義務があります。
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▲

要　件
◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居して

　いること

◇床面積が５０㎡以上の家屋であること

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使

　用していること

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金

　（家屋とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含

　む）があること

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年またはその前後２年以内の間に「居住用

　財産の譲渡所得の課税の特例」などの特例を受けて

　いないこと

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を

　超えるもの▲

必要な書類
◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登

　記事項証明書（登記簿謄本）

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床

　面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）

　の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得

　資金の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇住民票の写し（原本）

　※平成２８年１月１日以降に居住を開始した場合は

　　不要です。

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しま

　たは建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除住宅借入金等特別控除

◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は、境港市の申告

会場では受け付けていませんので、米子税

務署でご相談ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事、

　多世帯同居改修工事等に係る特定増改築

　等住宅借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の
住宅借入金等特別税額控除

　平成２１年１月１日から平成３０年１２

月３１日までの間に居住し、所得税の住宅

借入金等特別控除を受けた人で、所得税か

ら控除しきれなかった金額がある場合は、

次のいずれかのうち少額のものが翌年度の

市・県民税に住宅借入金等特別控除として

適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額の

　うち所得税から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％

　（居住開始日が平成２６年３月末までの

　場合：最高９７，５００円）、または７％

　（居住開始日が平成２６年４月以降の場

　合：最高１３６，５００円）

還付申告のお知らせ

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築などをした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅

借入金等特別控除を受けることができます。

【確定申告書や市・県民税の申告書へのマイナンバー記載等について】
①マイナンバー（12ケタ）の記載

　申告書には、申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および

事業専従者などのマイナンバーの記載が必要となります。

②本人確認書類の提示または写しの添付

　マイナンバー記載の申告書を提出する際には、マイナンバーを確認できる通知カード等以外に、

申告者本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

※控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などの本人確認書類は不要です。
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市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

平
成
27
年
５
月
よ
り
活
動
を
始
め
、
現
在

女
性
７
名
、
男
性
13
名
で
初
心
者
と
ベ
テ
ラ

ン
が
楽
し
く
競
技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
同
好
会
は
鳥
取
県
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
連

盟
に
加
盟
し
て
お
り
、
ル
ー
ル
は
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
に
準
じ
た
規
定
で
行
い
、
持
ち
点
は

３
万
点
の
３
万
点
返
し
で
、
持
ち
点
と
±
12

点
の
順
位
点
で
競
技
し
ま
す
。
競
技
時
間
は

団
体
戦
は
60
分
、
個
人
戦
は
50
分
で
行
い
ま

す
。

【
主
な
活
動
】

　

毎
週
月
・
木
・
土
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

の
午
後
1
時
30
分
か
ら
５
時
ご
ろ
ま
で
、
余

子
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
・
30
年
の
因い

ん

伯ぱ
く

シ
ル
バ
ー
大
会

に
出
場
し
、
平
成
31
年
（
鳥
取
市
）
も
出
場

予
定
で
す
。

当
会
の
成
績
（
個
人
戦
）

平
成
29
年
：
４
位
、
16
位
、
21
位
／
28
名
中

平
成
30
年
：
優
勝
、
16
位
、
23
位
／
44
名
中

【
コ
メ
ン
ト
】　

　
「
飲
ま
な
い
」「
賭
け
な
い
」「
吸
わ
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
自
分
に
厳
し
く
、
人
に
や

さ
し
く
」
を
揚
げ
、
20
ケ
条
の
競
技
マ
ナ
ー

を
守
り
な
が
ら
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
い
つ
で
も
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会

　
　

代
表　

阿
部
泰や
す

典の
り

さ
ん

　
　
（
☎
０
９
０
‐
４
８
０
４
‐
６
５
１
４
）

©水木プロ

宿泊施設を避難場所に
  市と旅籠屋が協定を締結

　市は、株式会社旅籠屋と大規模災害時における避難場所

（宿泊施設）の提供に関する協定を結びました。

　これにより、大規模災害時に障がい等により一般の避難

所での生活が困難な人は、福祉施設のほか、「ファミリー

ロッジ旅籠屋・境港店」にも避難できるようになりました。

　なお、この施設には、直接避難することはできません。

市が避難所や避難者の状況等を勘案して調整しますので、

まずは、指定避難所（公民館・小学校等）に避難をしてく

ださい。

 本と共に楽しいひと時を
　境港市読書まつりを開催

　境港市読書まつりが、今年は会場を保健相談センターに

変更して、１２月１６日（日）に開催されました。

　磯谷奈緒子さん（海士町中央図書館）の講演会で始まり、

境港総合技術高等学校福祉科の生徒たちによる「手話パ

フォーマンス」、米子工業高等専門学校の生徒たちによる

「コマの不思議を体験してみよう」、しまだようこさん（絵

本作家）による「おはなし会」、「ビブリオバトル」、「学校

図書館展示」など、楽しいイベントがたくさん開催されま

した。みんなが笑顔で過ごす楽しい一日となりました。

市報さかいみなと　8



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 あなたを絶対に救い出す！
　消防局ほかが震災対応合同訓練を実施

　１１月２５日（日）、市民会館の解体工事現場を利用し

た訓練が実施されました。当日は、大規模地震災害を想定

し、消防局や海上保安本部などが参加しました。 

　現場は、本番さながらの緊張感の中、災害救助犬による

検索で取り残された要救助者を発見した後、倒壊したコン

クリート壁の破壊や除去、担架やロープ等あらゆる救助資

機材を駆使して救出活動が展開されました。 

　市民会館は、すでに交流の場としての役割を終えていま

すが、未来の安心・安全への経験も積ませてくれました。

 絆がはぐくむ人権のまちづくり
　人権ふれあいフェスティバルを開催

　一人一人を大切にした「人権を尊重するまちづくり」を

推進するため、境港市人権ふれあいフェスティバルが１２

月１５日（土）に文化ホールで開催されました。

　今年は「おひとりさまの老後を支える地域づくり」と題

し、上野千鶴子さん（社会学者・東京大学名誉教授・認定

特定非営利活動法人ウィメンズアクションネットワーク理

事長）による講演、小・中学校の人権作品の展示やバザー

なども開催されました。来場者は「高齢化社会と人権」、「高

齢者と地域とのかかわり」について、理解を深めました。

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaiminato.lg.jp

9　平成３１年１月



　１１０番は、皆さんが事件・事故等に遭われたり、目

撃した場合に警察官が一刻も早く現場に駆けつけるため

の「緊急専用電話」です。

　緊急性のない要望・相談などで１１０番回線が塞がっ

てしまうと、一刻を争う事件や事故の対応が遅れること

になります。

　警察に対する相談・要望等の緊急でないものは、警察

総合相談電話（＃９１１０）または、各警察署、交番、

駐在所へ連絡して下さい。

【聴覚・言語障がいのある人専用緊急通報システム】

▼携帯メールで１１０番通報

　Mail tottori110pipopa@view.ocn.ne.jp

　上記アドレス宛に、事前に作成したメール文章を保存

しておけば、緊急の時すぐに送信できます。ただし、場

所（住所、目標物）を必ず入力して送信してください。

※メール送信後、携帯電話（ＧＰＳ機能ＯＮの状態）で

　１１０番をプッシュして現在地通報してください。

▼ファクシミリで１１０番通報

　FAX ０１２０－８５７－１１０

　上記フリーダイヤル番号を短縮ダイヤルに登録してお

くと、緊急時、用紙に必要事項を記入してダイヤルボタ

ンを押すだけで送信できます。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署（☎ 44 － 0110）

１月１０日は「１１０番の日」

上
道
地
区

　

上
道
地
区
は
境
港
市
の
高
等
教
育
発
祥

の
地
で
も
あ
り
、
昔
か
ら
教
育
熱
心
な
土

地
柄
で
し
た
。

　

明
治
６
年
３
月
に
村
内
に
あ
っ
た
寺
子

屋
が
統
合
さ
れ
、
上
道
・
中
野
・
福
定
・

竹
内
の
４
村
に
よ
る
郷
校
が
正
福
寺
を
校

舎
と
し
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
教
師

は
村
医
の
先
生
方
が
多
く
、
生
徒
数
は
75

名
程
度
で
し
た
。

　

明
治
16
年
に
は
上
道
村
の
民
家
を
修
築

し
移
転
。
そ
の
後
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、

明
治
20
年
４
月
、
上
道
尋
常
小
学
校
（
尋

常
科
４
年
、
学
費
は
半
額
徴
収
）
と
な
り

ま
す
。

　

明
治
39
年
に
は
、
小
学
校
内
に
村
立
上

道
農
業
補
習
学
校
が
付
設
さ
れ
、
10
月
か

ら
の
半
年
間
、
夜
間
に
修
身
、
農
業
の
授

業
（
２
年
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
42
年
に
は
上
道
尋
常
高
等
小
学
校

と
な
り
義
務
教
育
が
６
年
に
延
長
さ
れ
、

高
等
科
が
併
置
さ
れ
ま
し
た
。
稲
賀
家
所

蔵
の
史
料
の
中
に
は
、
上
道
尋
常
高
等
小

学
校
の
敷
地
等
寄
付
の
関
係
文
書
や
、
弓

浜
高
等
小
学
校
の
校
舎
平
面
図
な
ど
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
15
年
、
青
年
訓
練
所
が
小
学
校
内

に
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
が
所
長
を
兼

務
し
、
産
業
実
務
や
普
通
教
育
等
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

上
道
地
区
に
お
け
る
教
育
の
歴
史
の
中

で
、
村
上
龍
先
生
の
功
績
は
顕
著
で
し
た
。

弓
浜
高
等
小
学
校
に
お
い
て
「
家
族
的
教

育
主
義
・
子
弟
組
織
」
は
、
明
治
21
年
同

校
創
立
時
か
ら
の
教
育
方
針
で
、
初
代
校

長
で
あ
る
村
上
龍
先
生
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
大
き
な
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
に
も
力
を
注
が
れ
、

今
か
ら
百
年
以
上
も
前
に
自
治
会
、
婦
人

会
、
青
年
会
、
老
人
会
等
を
結
成
、
指
導

育
成
し
今
日
に
劣
ら
ぬ
活
動
を
実
現
さ
れ
、

ま
た
集
会
所
設
置
に
も
情
熱
を
燃
や
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
先
見
性
と
行

動
力
は
、
功
績
と
し
て
上
道
小
学
校
前
庭

の
頌
徳
碑
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

上
道
公
民
館
30
周
年
史
は
昭
和
62
年
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
道
地
区
に
お
け

る
一
段
と
熱
心
な
社
会
教
育
活
動
も
、
こ

う
い
う
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

（
参
考
）「
新
鳥
取
県
史
」「
境
港
市
史
」「
上

道
村
雑
記
」「
上
道
公
民
館
三
十
年
史
」

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
1818
））　　

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港

〜
教
育
熱
心
だ
っ
た
わ
が
ま
ち
境
港
〜〜

　フレイル対策のひとつである「栄養」。健康寿命を延

ばして元気で健やかな毎日を送るためには、必要な栄養

素を満遍なく補うことが大切です。しかし、高齢期は食

欲が落ちやすく、食事を抜いたり偏った食事をしている

と、体力が低下し、ちょっとしたことで体調を崩しやす

くなります。

　食事は元気の源です。低栄養は老化を進めてしまいま

す。高齢期こそ「エネルギー」と「たんぱく質」になる

食品を意識して摂ることが大切です。

　高齢期の皆さん、食生活の見直しをしてみませんか？

～高齢期の食事のワンポイントアドバイス～（一部）

◇１日３食バランスよく食べる

◇肉・魚・卵・大豆などのたんぱく質を毎日摂る。

◇油脂類・乳製品も積極的に摂る。

◇食欲がない時はご飯よりおかずを食べるようにする。

◇一度に量を食べられない時は、間食などで栄養を補う。

　高齢期にあった栄養について「低栄養講演会」に参加

して、ご自身の食生活を見直してみませんか？

　詳しくは、１６ページをご覧ください。

地域包括支援センターからのお知らせ地域包括支援センターからのお知らせ
長寿社会課地域包括支援センター（☎ 47 － 1131）

高齢期は「低栄養」に注意が必要！

明治４３年頃の上道小学校校舎
（弓浜高等小学校跡）

市報さかいみなと　10



情報あらかると

　成人になられた皆さんは、これから自分の意思で自由

に契約することができます。しかしその反面、トラブル

になった場合の責任は自身で負うことになります。

　成人になったばかりの皆さんを狙い撃ちする悪質な業

者による消費者トラブルも多く発生しているので注意が

必要です。

【事例】通信販売

　スマートフォンでダイエット飲料の期間限定モニター

に申し込んだら定期購入だった。業者の電話がつながら

ず、やめられるか心配。

【事例】エステ

　エステ店で５００円の体験を受けたところ、３０万円

の全身痩身コースを勧められた。断ったが分割の支払い

を勧められ契約してしまった。

【事例】副業サイト

　ＳＮＳで相談にのるだけで３０万円もらえるという副

業サイトを見つけ会員登録したが、詐欺サイトだという

書き込みがあった。登録時に免許証などの画像を送った

が悪用されないか心配。

≪消費者トラブル未然防止の心得≫

　◇軽い気持ちで契約しない

　◇うまい話に飛びつかない

　◇ネットの情報に流されない

　◇契約をせかす者は相手にしない

　◇借金をしてまで契約しない

　◇きっぱり断ることも勇気！

■相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

成人おめでとうございます

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

200消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 185

　「男女共同参画」とは、男女が性別にとらわれず、

対等なパートナーとして、自分の個性や能力を発揮し

ながら、職場で、地域で、家庭で、学校で、様々な活

動ができるようにすることです。

　これからの社会においては、さまざまな分野で、性

差にとらわれることなく、男性も女性も、リーダーシッ

プを遺憾なく発揮することが求められます。男性も女

性も協力し合って、平等のあり方を理解し、深めてい

かなくてはなりません。

　少子高齢化が進む中、自分らしく、生き生きと生活

していくためには、「男性は仕事、女性は家庭」とい

うように、性別で役割を決めてしまうのではなく、そ

れぞれの個性と能力を発揮できる社会づくりが必要と

なります。

　みんなで、連携・協働して、互いの人権を尊重する

「男女共同参画」の社会づくりに取り組みましょう。

　境港市の働き盛り（３０～５９歳まで）で亡くなら

れた人の死亡原因は、約５割ががんです。がんは誰で

もかかる可能性のある病気です。定期的な検診で早期

に発見し、早期に治療することがとても大切です。

　検診の対象と内容については次のとおりです。がん

検診は２月末まで受けられますので、まだ受けていな

い人は受診しましょう。受け方等、詳細については受

診券を確認し（再発行可）、不明なことがあれば、お

問い合わせください。

＜検診の対象と内容＞

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

今年度のがん検診はお済みですか？

互いの人権を尊重する社会へ

～「男女共同参画」の社会づくり～

対　象 内　容

胃 が ん 検 診

４０歳以上

胃カメラまたは胃の

レントゲン

大腸がん検診 採便検査（二日間）

結 核・ 肺

が ん 検 診
胸のレントゲン

乳 が ん 検 診
４０歳以上

（２年に１回）
マンモグラフィー

子宮がん検診 ２０歳以上 綿棒等で細胞を採取

11　平成３１年１月



家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

平
成
30
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た

家
屋
（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

平
成
30
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更

し
た
場
合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で

土
地
の
税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に
変

　

更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ
の

　

届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

事
業
者
は
、
法
の
定
め
に
よ
り
毎

年
1
月
1
日
現
在
で
所
有
す
る
償
却

資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼
申
告
対
象
者

　

１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
内
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人

の
う
ち
、
事
業
用
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
。 

※
次
の
場
合
も
償
却
資
産
の
申
告
が

　

必
要
で
す
。

・
工
場
、
商
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
農
業
、
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
人

・
理
容
業
、
美
容
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン

　

グ
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、
施
術
所

　

を
経
営
し
て
い
る
人

・
ア
パ
ー
ト
、
駐
車
場
を
経
営
し
て

　

い
る
人

・
太
陽
光
発
電
設
備
（
事
業
用
）
を

　

設
置
し
て
い
る
人

▼
提
出
す
る
も
の

　

償
却
資
産
申
告
書

※
資
産
に
異
動
が
あ
る
場
合
は
、
種

　

類
別
明
細
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
前
年
中
に
資
産
の
異
動
が
な
い
場

　

合
や
減
価
償
却
を
終
え
て
い
る
場

　

合
、
廃
業
・
休
業
し
た
場
合
も
申

　

告
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
木
）

※
償
却
資
産
所
有
者
を
対
象
に
申
告

　

内
容
の
確
認
の
た
め
に
実
地
調
査

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査

　

の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　

個
人
の
事
業
者
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
の
定
め
に
よ
り
、
償
却
資
産

の
申
告
の
際
に
所
有
者
本
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
確
認
と
身
元
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
申
告
書
に
併
せ
て
、

次
の
書
類
（
①
ま
た
は
②
）
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
写
し

の
添
付
）。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
表
面
、

　

裏
面
）

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
本
人
確
認
書

　

類
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
が
申
告
書
を
持
参
す
る
場

　

合
は
、
委
任
状
・
所
有
者
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ

　

ー
ド
・
代
理
人
自
身
の
本
人
確
認

　

書
類
（
所
有
者
の
本
人
確
認
書
類

　

は
不
要
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
過
去
に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
申
告
し
た

　

際
に
右
記
書
類
の
添
付
が
あ
る
場

　

合
は
、
右
記
書
類
は
不
要
で
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

診

療

所

の

閉

院

　

予
防
接
種
お
よ
び
が
ん
検
診
等
受

託
医
療
機
関
の
中
西
医
院（
上
道
町
）

は
、
昨
年
12
月
末
を
も
っ
て
閉
院
と

な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

informationinformation

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告

種 別 土　木 土　木

工 事 名

（業務名）

外江三軒屋線ほか
１路線道路拡幅

工事

境４４号線
改良工事

入 札 日 11 月 29 日 12 月 4 日

予定価格 14,820 千円 11,733 千円

落 札 額 14,364 千円 11,448 千円

落 札 率 96.9% 97.6%

落 札 者 ㈲大東工業 ㈲佐藤建設
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子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

ネ
ッ
ト
で
子
育
て
の
手
続
き
が
で
き

ま
す

▼
電
子
申
請
で
き
る
手
続
き

　

児
童
手
当
、
保
育
、
妊
娠
届
出
の

一
部
手
続
き

▼
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
パ

　

ソ
コ
ン
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

　

ダ
ラ
イ
タ
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
対
応
型
）
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ

　

ォ
ン
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対

　

応
型
）

▼
詳
し
い
手
続
き
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

◇
子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
６
）

◇
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

水
道
管
の
凍
結
防
止

　

外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
保
温
材
の
取
り
付
け
な

ど
、
水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
凍
結
し
た
時

　

お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
ま
た
は
水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
米
子
市
水
道
局
境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
０
８
０
）

◇
米
子
市
水
道
局
給
水
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
６
１
１
３
）

献

血

の

お

願

い

▼
と　

き　

１
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
種　

類　

全
血
献
血

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

自
治
会
等
の
団
体
へ
の

小
型
除
雪
機
の
貸
出
し

　

市
内
の
生
活
道
路
お
よ
び
自
力
で

除
雪
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

世
帯
等
へ
の
除
雪
を
行
う
自
治
会
等

に
、
公
民
館
に
配
備
し
て
い
る
小
型

除
雪
機
を
貸
し
出
し
し
ま
す
。
大
雪

時
に
は
、
地
域
の
共
助
に
よ
る
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
貸
出
対
象
者

　

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
等
の
団

体（
個
人
へ
は
貸
し
出
し
し
ま
せ
ん
）

▼
除
雪
作
業
の
範
囲

　

生
活
道
路
、
歩
道
、
除
雪
困
難
世

帯
の
通
路
等

▼
除
雪
機
の
貸
し
出
し
日
数

　

１
回
の
貸
し
出
し
に
つ
き
２
日
以
内

▼
貸
出
台
数　

１
台

▼
費
用
負
担
等

◇
貸
し
出
し
は
無
料
で
す
。

◇
除
雪
機
の
燃
料
は
、
市
が
用
意
し

　

ま
す
。

※
運
搬
は
、
各
団
体
で
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
手
続
き

　

公
民
館
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
安
全
の
確
保

　

除
雪
作
業
は
複
数
人
で
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
加
入
し
て
い
る
保
険
の
範
囲

　

で
補
償
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
１
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
適
正
管
理
】

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
を
放

置
す
る
と
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で

は
な
く
、
病
害
虫
の
発
生
源
や
不
法

投
棄
の
場
所
と
な
り
、
近
隣
住
民
や

近
隣
農
地
の
耕
作
者
に
大
変
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
農
地
所
有
者
は
耕
作

を
し
て
い
な
く
て
も
草
刈
り
等
を
行

っ
て
農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

境
港
市
で
は
、
農
地
の
適
正
管
理

を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
、「
農
地

管
理
費
の
助
成
」
や
「
草
刈
機
の
貸

出
」
と
い
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
用
地
区
域
の
畑
に
つ
い

て
は
、
境
港
市
農
業
公
社
を
介
し
た

貸
し
借
り
も
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

農
地
管
理
費
の
助
成

　

遊
休
農
地
の
草
刈
り
を
業
者
に
依

頼
し
て
行
っ
た
場
合
、
初
回
に
限
り

支
払
金
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
農
地

　

市
内
に
あ
る
遊
休
農
地

▼
助
成
金
額

　

次
の
い
ず
れ
か
の
低
い
金
額

◇
業
者
に
支
払
っ
た
金
額
の
２
分
の

　

１
◇
10
ア
ー
ル
当
た
り
、
７
５
０
０
円

　

と
し
て
算
出
し
た
金
額

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
地
調
整
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

刈

払

機

の

貸

出

　

市
内
に
あ
る
農
地
で
の
使
用
に
限

り
、
刈
払
機
を
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
貸
出
金
額

　

１
日
に
つ
き
千
円

※
燃
料
等
、
刈
払
機
の
使
用
に
係
る

　

費
用
は
使
用
者
負
担

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
地
調
整
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）
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informationinformation

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き

　

毎
月
第
２
・
第
３
月
曜
日

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

鳥
取
県
最
低
賃
金

（
特
定
産
業
別
）
の
改
正

　

昨
年
12
月
28
日
か
ら
、
鳥
取
県
最

低
賃
金
（
特
定
産
業
別
）
が
時
間
額

７
９
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
定
産
業
：
鳥
取
県
電
子
部
品
・

　

デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
・
電
気
機

　

械
器
具
・
情
報
通
信
機
械
器
具
製

　

造
業

※
右
記
以
外
の
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、

　

昨
年
10
月
５
日
か
ら
時
間
７
６
２

　

円
に
改
定
。

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規

模
お
よ
び
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
・
嘱
託
な
ど
の
雇
用
形

態
や
呼
称
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の

事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
賃
金
額
に
は
、
次
の
賃
金
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　

手
当

◇
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

◇
１
カ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　

払
わ
れ
る
賃
金

◇
時
間
外
、
休
日
お
よ
び
深
夜
労
働

　

の
割
増
賃
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

境
港
ふ
れ
あ
い
・
ほ
っ
と

ア
カ
デ
ミ
ー　
　

ウ
イ
ン
タ
ー

【
第
２
回
人
権
学
習
講
座
】

（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
〈
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
〉

研
修
）

　

性
的
（
セ
ク
シ
ャ
ル
）
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
性
的
（
セ
ク
シ
ャ
ル
）
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
を
知
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に

関
す
る
悩
み
を
抱
く
身
近
な
誰
か
へ

の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
演　

題　

　

性
の
多
様
性
を
理
解
し
、
差
別
や

偏
見
を
な
く
す
た
め
の
取
組
に
つ
い

て▼
講　

師

　

石
田
重
幸
さ
ん
（
鳥
取
県
総
務
部

人
権
局
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
啓

発
担
当
係
長
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

第
16
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
た
ち
と
一
緒
に
パ
レ
ー
ド
し

て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ
い
の
カ
ニ
を

妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
パ
レ
ー

ド
参
加
者
先
着
３
０
０
人
に
は
カ
ニ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ニ
料
理
の
ふ
る
ま
い
や

芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き

　

１
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
45
分

▼
と
こ
ろ

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
か
ら
妖
怪

神
社

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
申
し
込
み

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
、
当
日

午
前
10
時
か
ら
受
付
（
先
着
３
０
０

人
に
カ
ニ
引
換
券
配
布
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会（
水
産
課
水
産
振
興
係
内
）　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

催催  

しし
in
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informationinformation

第

25

回

ブ

ラ

ス

フ

ェ

ス

タ　

境

港

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
金

管
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹

奏
楽
団
が
楽
し
い
演
奏
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
出　

演

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

さ
か
い
み
な
と
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合

唱
団

▼
整
理
券
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
・
文
化
ホ
ー
ル
・
公

民
館
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
し
お

さ
い
会
館
）・
市
内
の
小
・
中
学
校

お
よ
び
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

市

民

構

想

会

議

　

現
在
、解
体
中
の
市
民
会
館（
ホ
ー

ル
）
等
を
新
た
な
複
合
施
設
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
「
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
管
理
運

営
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
内　

容

　
「
市
民
の
交
流
、
文
化
創
造
、
に

ぎ
わ
い
創
出
を
生
み
だ
す
ア
イ
デ
ア

会
議
」

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
２
）

は
ま
か
ぜ
認
知
症
カ
フ
ェ

（

は

ま

カ

フ

ェ 
） 

　

季
節
の
お
菓
子
、
挽
き
立
て
珈
琲

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階

は
ま
カ
フ
ェ

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
済
生
会
介
護
老
人
保
健
施

設
は
ま
か
ぜ  

（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

さ

か

い

み

な

と

【
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の

つ
ど
い
】

　

認
知
症
に
関
す
る
事
や
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
所
で
す
。

▼
と　

き　

１
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

【
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
さ
か
い
み
な
と
】

　

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
で
き

る
集
い
の
場
で
す
。

▼
と　

き　

１
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
内　

容

　

大
人
の
塗
り
絵
①
「
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
で
認
知
症
予
防
」

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

第

43

期

棋

聖

戦

境

港

大

会

　
「
棋
聖
戦
」
は
囲
碁
の
国
内
タ
イ

ト
ル
序
列
で
は
最
高
位
と
な
る
棋
戦

で
、
境
港
で
の
対
局
は
、
７
番
勝
負

の
第
２
局
で
す
。

　

境
港
で
こ
う
し
た
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト

ル
の
棋
戦
が
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て

で
す
。

【
棋
聖
戦
】

▼
対
局
者

　

棋　

聖　

井
山
裕
太　

棋
聖

　

挑
戦
者　

山
下
敬
吾　

九
段

▼
対
局
日

　

１
月
21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）

▼
対
局
場
所　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

▼
主　

催

　

読
売
新
聞
社
、
日
本
棋
院
、
関
西

棋
院

【
対
局
者
の
ご
紹
介
】　

◇
井
山
裕
太
棋
聖
（
29
）

　

日
本
囲
碁
界
の
歴
史
を
塗
り
替
え

る
記
録
を
次
々
と
更
新
。
史
上
初
の

７
大
タ
イ
ト
ル
独
占
を
２
度
達
成
し

て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
、
こ
う
し
た

実
績
な
ど
に
よ
り
、
棋
界
の
発
展
に

寄
与
し
、
多
く
の
国
民
に
夢
と
希
望

と
感
動
を
与
え
た
と
し
て
、
将
棋
界

で
初
の
永
世
七
冠
と
な
っ
た
羽
生
善

治
氏
と
と
も
に
国
民
栄
誉
賞
が
同
時

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
山
下
敬
吾
九
段
（
40
）

　

棋
聖
、
名
人
、
本
因
坊
な
ど
こ
れ

ま
で
の
タ
イ
ト
ル
獲
得
数
は
23
。
昨

年
11
月
に
は
史
上
最
速
（
25
年
７
カ

月
）
で
通
算
１
０
０
０
勝
を
達
成
し

た
ば
か
り
で
す
。

【
大
盤
解
説
会
】

▼
と　

き

　

１
月
21
日
（
月
）・
22
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
３
階
シ
ア
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

第
43
期
棋
聖
戦
境
港
大
会
実
行
委

員
会
事
務
局（
境
港
市
観
光
協
会
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
８
０
）

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
交
流

囲
碁
大
会
」

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
内　

容

◇
こ
ど
も
の
部

　

中
学
生
以
下
、
ク
ラ
ス
別
、
13
路
、

９
路
あ
り

※
ロ
シ
ア
交
流
団
も
参
加
予
定

・
参
加
費　

５
０
０
円

・
事
前
申
し
込
み
要
（
先
着
60
人
）

◇
圏
域
交
流
の
部
（
団
体
戦
）

※
参
加
者
は
決
定
済
み

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
棋
院
境
港
支
部

　

幹
事
長　

阿
部
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
６
０
６
３
‐
９
５
２
１
）

in
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こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

精
神
障
が
い
者
家
族
会
（
ま
つ
ば

会
）
が
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
て

い
る
人
や
ご
家
族
が
参
加
す
る
、
座

談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気

に
つ
い
て
、
参
加
者
と
一
緒
に
、
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

１
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー 

▼
内　

容

　

当
事
者
や
ご
家
族
か
ら
の
お
話
と

座
談
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
和
菓
子
祭
】

　

和
菓
子
バ
イ
キ
ン
グ
！
山
陰
の
和

菓
子
が
大
集
合
！
！

　

45
分
間
の
和
菓
子
食
べ
放
題
で
す
。

よ
う
か
ん
、
大
福
、
ど
ら
焼
き
や
饅

頭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

1
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
最
終
入
場　

午
後
３
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
料　

金

◇
前
売
り　

６
０
０
円

◇
当　

日　

８
０
０
円

◇
小
学
生
未
満　

２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
博
愛
病
院
お
し
か
け
出
前
講
座
】

「
加
齢
が
も
た
ら
す
カ
ラ
ダ
の
変
化

と
予
防
」

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
博
愛
病
院
の
医
師
を
お

招
き
し
、
高
齢
に
伴
う
筋
力
の
低
下

に
よ
る
転
倒
、
骨
折
、
寝
た
き
り
に

な
り
や
す
く
な
る
原
因
と
健
康
寿
命

を
延
ば
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館
集
会
室

▼
講　

師　

木
村
修　

医
師

（
医
療
法
人
同
愛
会　

博
愛
病
院

外
科
部
長
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

低
栄
養
を
予
防
す
る

た

め

の

講

演

会

　
「
低
栄
養
」
か
ら
寝
た
き
り
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
た
め
に
も
、
栄
養
を
し
っ

か
り
と
っ
て
、
元
気
な
体
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き　

２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
演　

題

　

今
の
元
気
を
明
日
も
続
け
て
い
く

た
め
に

　

〜
美
味
し
く
楽
し
く
食
べ
る
〜

▼
講　

師　

阿
部
暁
子
さ
ん

（
公
益
社
団
法
人　

鳥
取
県
栄
養
士

会　

管
理
栄
養
士
）

▼
申
込
締
切　

２
月
６
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

国
際
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
国
際
大
会

「
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手
権
大
会
」

が
、
６
月
26
日
（
水
）
か
ら
７
月
24

日
（
水
）
ま
で
、
境
港
公
共
マ
リ
ー

ナ
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
東
京
五
輪
の
国
別
の
出
場
枠

を
争
う
重
要
な
大
会
で
、
多
く
の
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
参
加
し

ま
す
。

　

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
で
は
、

こ
の
大
会
の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

通
訳
（
英
語
等
）、
託
児
、
看
護
、

そ
の
他
（
清
掃
・
交
通
整
理
等
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

２
０
１
９
レ
ー
ザ
ー
級
世
界
選
手

権
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
46
‐
０
５
０
５
）

新
市
場
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
等

　

今
年
、
境
漁
港
の
新
市
場
が
一
部

供
用
開
始
さ
れ
る
の
に
あ
た
り
、
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く

応
募
期
限
と
な
り
ま
す
が
、
素
敵
な

作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▼
応
募
資
格　

な
し

▼
募
集
期
限　

１
月
11
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
賞
金
・
賞
品　

◇
最
優
秀
賞
（
両
部
門
各
１
点
）　

　

賞
金
５
万
円
と
副
賞（
水
産
物
等
）

◇
優
秀
賞
（
両
部
門
各
５
点
以
内
）

　

副
賞
（
水
産
物
）

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
、
鳥
取
県
境

　

港
水
産
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ　

　

さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
境
港
水
産
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
７
）

募募  

集集

Mail sakaiminatosuisan

　　@pref.tottori.lg.jp　

◇ホームページ
　https://www/pref.tottori.lg.jp

　　/sakaioffi ce

◇ホームページ

　https://2019

　worlds.laser

　japan.org/
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夕 日 ヶ 丘 団 地 宅 地 分 譲 中
　「境港・健康シティ夕日ヶ丘」では定期借地権制度がご利用いただけます。

　定期借地権制度では、借地期間を５１年間と設定した境港市（地主）所有の土地にお好きな住宅を建てることが

できます。

　保証金と月々の土地賃料のみで土地を利用できることから、土地購入する場合よりも少ない資金での住宅購入が

可能となります。

　住宅購入をお考えの際は、定期借地権制度のご利用をご検討ください。

※定期借地権制度累計契約件数　２０３件（平成３０年１１月末現在）

★定期借地権のメリット

　・土地賃料が安い（例：約１００坪の土地の場合、月額賃料は５０００円程度）

　・土地の固定資産税がかからない

　・期間が５１年間と長い

　・保証金が返ってくる（更地返還時）

◇分譲区画数　５５区画

◇面　積　２８３．６㎡（８５．７８坪）～４３５．４８㎡（１３１．７３坪）

◇販売価格　８，４０７，３２２円～１５，０１７，５２７円

◇月額賃料　４，２００円～７，５００円

◇所在地　夕日ヶ丘一丁目

◇校　区  中浜小学校・第二中学校

◇道　路　幹線道路幅員　２０ｍ、その他道路　６ｍ～１１ｍ

※分譲区画や制度など、詳しくは、境港市土地開発公社ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

◇ホームページアドレス　http://www.city.sakaiminato.lg.jp/sakai-tochikousya/

◇問い合わせ先　都市整備課・境港市土地開発公社事務局（☎４７-１２１２）

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町 1424 番地

（旧こまどり幼稚園内）
090-6832-0098

外江児童クラブ
外江町 2105 番地

（外江小学校内）
090-5376-8610

境児童クラブ
湊町 27 番地

（境小学校内）
090-9412-6543

上道児童クラブ
上道町 3026 番地

（上道小学校クラブハウス内）
090-7509-3145

余子児童クラブ
竹内町 3117 番地

（余子小学校内）
080-5615-2905

中浜児童クラブ
小篠津町 450 番地

（しらぎく会館内）
090-7374-4020

誠道児童クラブ
誠道町 2062 番地

（誠道小学校内）
090-5266-1645

※夕日ヶ丘学童

　クラブ
夕日ヶ丘 1丁目 66 番地 45-4433

放 課 後 児 童 ク ラ ブ 入 会 児 童 募 集
▼対　象

　平成３１年４月に小学校に在学していて、就労等

　の理由により昼間家庭に父母等がいない児童

▼受付期間　１月４日（金）～３１日（木）

※先着順ではありません。

　審査によって入会決定します。　　

※申請書等は、教育総務課窓口および各児童クラブ

　にあります。

※現在入会している人も入会申請が必要です。

※応募者多数の場合は低学年の児童を優先するため、

　待機となる場合があります。

▼提出先

　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラブに

　提出してください。

▼問い合わせ先

　◇教育総務課学事係（☎４７－１０８５）

　◇各児童クラブ（右表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、入会基準および受付

　期間等が左記と異なりますので、直接お問い合わせく

　ださい。

17　平成３１年１月
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産

業

人

材

育

成

セ
ン
タ
ー
入
校
生

　

来
年
度
の
入
校
生
を
募
集
中
で
す
。

▼
訓
練
科

①
自
動
車
整
備
科
（
２
年
訓
練
）

②
設
計
・
イ
ン
テ
リ
ア
科
（
１
年
訓

　

練
）

③
デ
ザ
イ
ン
科
（
１
年
訓
練
）

▼
定　

員　

①
11
人　

②
18
人　

③
10
人

▼
募
集
期
間　

　

１
月
４
日（
金
）〜
１
月
31
日（
木
）

※
応
募
資
格
・
所
要
経
費
等
に
つ
い

　

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
立
産
業
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
米
子
校　
（
☎
24
‐
０
３
７
２
）

Mailsan
g
y
o
u
jin
zai-y

o
n
ag
o

　

@
p
ref.to

tto
ri.lg
.jp

放
送
大
学
入
学
生

　

４
月
の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
松
江
市
で
入
学
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
出
願
期
限

　

３
月
17
日
（
日
）
ま
で

▼
入
学
説
明
会
・
相
談
会　

◇
と　

き　

２
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

３
月
９
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
・
午
後
２
時
〜

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◇
と
こ
ろ　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（
松
江
市
白
潟
本
町
ス
テ

　

ィ
ッ
ク
ビ
ル
４
階
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

保
育
士
（
期
間
業
務
）
４
人
程
度

▼
資
格
要
件　

保
育
士
資
格

▼
勤
務
時
間　

週
37
時
間
30
分

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日

▼
応
募
期
限　

１
月
30
日
（
水
）

▼
試
験
日　

２
月
10
日
（
日
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

　

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
訓
練
科

①
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
Ｏ
Ａ
事
務

　

科
②
短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
訓
練
概
要

①
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
理
解

　

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
・
帳
票
等
の

　

作
成
や
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

設
定
に
係
る
知
識
・
技
能
等
の
習

　

得
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
ビ
ジ

　

ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、
事
務

　

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
た
基
本

　

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
等
作
成
に
係

　

る
知
識
・
技
能
等
の
習
得

▼
定　

員　

①
・
②
各
15
人

▼
訓
練
期
間

①
１
月
30
日（
水
）〜
４
月
26
日（
金
）

②
２
月
12
日（
火
）〜
４
月
11
日（
木
）

▼
訓
練
場
所

①
株
式
会
社
イ
ン
サ
イ
ト

②
有
限
会
社
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

　

ー
松
ヶ
枝
教
室

▼
募
集
期
限

①
１
月
17
日
（
木
）
正
午

②
１
月
30
日
（
水
）
正
午

▼
応
募
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
は
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
３
９
１
１
）

「市報さかいみなと」がアプリで読めます

　 自治体広報紙がスマートフォンで手軽にご覧いただける、無料アプリ『マチイロ』へ「市報さかい
みなと」を配信しています。
　アプリのダウンロードは、ＱＲコードを読み取るか、『マチイロ』で検索してください。

　※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負担となります。 

　※広告が表示されますが、境港市とは何ら関係ありません。

　※『マチイロ』は、株式会社ホープ（☎092-716-1404）が作成しています。
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informationinformationinformationinformation

第
11
回
女
性
農
業
者
の
集
い

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

女
性
農
業
者
等
、
活
動
の
趣
旨
に

理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

う
な
ば
ら
荘
（
西
伯
郡
日
吉
津
村

今
吉
２
１
８
）

▼
内　

容

①
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
教
室

◇
内　

容

　

長
く
元
気
に
農
業
を
続
け
る
た
め

　

に
・
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
ヨ
ガ

◇
講　

師

　

新
田
恵
美
子
さ
ん
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー
）

②
農
業
の
働
き
方
改
革　

◇
内　

容

　

パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
で
体
へ
の
負
担
軽

　

減
◇
講　

師

　

北
原
基
広
さ
ん
（
有
限
会
社
ア
ト

　

リ
エ
ケ
ー
代
表
取
締
役
）

▼
参
加
費
（
昼
食
代
等
）　

千
円

▼
申
込
期
限　

１
月
９
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
）　　
（
☎
31
‐
９
６
９
０
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室

参

加

者

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
お
よ
び

勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ

　

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
講　

師

◇
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

◇
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

２
月
１
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　

 

（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大

会

参

加

者

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
競

技
の
部
）
兼
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

・
小
学
生
男
子

・
小
学
生
女
子

・
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

・
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
お
よ
び
勤
務
者
、
市
ス

キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
境
港
市
在

　

住
者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

▼
そ
の
他

◇
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
責
任

　

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
雪
不
足
、
気
象
条
件
な
ど
で
中
止

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　

 

（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
31
日
（
木
）・
２
月
28
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

相相  

談談

　市報さかいみなと　広告募集中
この大きさ (5 × 18cm)で、１万５千円！

　※リーズナブルな、１回（月）で５千円・１万円のサイズもあります。
　
◆申し込み・問い合わせ先　境港市役所　地域振興課　広報情報係（☎４７－１０１０）
　市ホームページ　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=4934　で詳細を確認できます。
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認定こども園

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ】

「からだを使って遊ぼう」

　寒い時期…カルタや福笑いにトランポリン！？

　体を動かそう！

▼と　き　１月１７日（木）午前１０時～お昼ごろ

【園庭・えほん館開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

き ら き ら・ ひ ま わ り 情 報

【おおきくなったね！】※事前申し込み不要

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月２２日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１月生まれの誕生会・親子ふれあい遊び・おは

　　　　　なし会・歌・身体計測・手形・足形　など

【0歳さんあつまれ～！】

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　1月２９日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　「親子でわらべうたを楽しみましょう」

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけの相談　など

▼定　員　３０組

▼申込期限　１月２３日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１１時～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」　（☎２１－８１０３）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

市報さかいみなと　20



　

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 1 月 30 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 30 年 6 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 2 月 27 日（水） 平成 30 年 7 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 1 月 31 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 29 年 6 月生まれの幼児

 2 月 28 日（木） 平成 29 年 7 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 1 月 10 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 12 月生まれの幼児

 2 月  7 日（木） 平成 28 年  1 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 2 月  5 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで）妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談 9:00 ～ 12:00（受付 11:00 まで）お子さんを希望する人

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付して

います。１月の対象者は下記のとおりです。申請がま

だの人は、お早めに窓口までお越しください。

※お子さんの誕生月が平成３０年２月、５月、８月の

　人は、１月３１日（木）が申請期限ですので、ご注

　意ください。

※平成３０年６月、７月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 30 年 8 月～ 10 月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 30 年 5 月～   7 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 30 年  2 月～   4 月 出生月の９～１１カ月後

両　 親　 学　 級
　赤ちゃんの沐浴を人形を使って練習します。

　お父さんの参加お待ちしています。

　妊婦さん同士、交流を深めながら沐浴の体験をしま

しょう。

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　※妊婦さんお一人の参加も大丈夫です。

▼と　き　１月２７日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇ようこそ赤ちゃん

　育児の心得、沐浴指導

◇グループワーク

※楽な服装でお出かけください。

※託児あり。申し込みの時に併せてお知らせください。

▼申込期限　１月２５日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）
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図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　かばのヒッポくんとチータの

チッタちゃんはクラスメート。

ふたりはとっても本
ほん

がすきなの

ですが、読
よ

みかたがちがいます。

どうちがうかって？それは…。

　ねずみさんのいすは、ちいさ

なまるい、きのこのいす。

　うさぎ、りす、きつねもやっ

てきて…。みんな、ぴったりの

いすが見
み

つけられるかな。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇ふねのとしょかん（絵
え

本
ほん

）（いしいつとむ）

◇ありがとう（絵
え

本
ほん

）　　　（いもとようこ）

◇なかなおり（絵
え

本
ほん

） 　 　　　（カピリナ）

◇ぼくのベンチにしろいとり（絵
え

本
ほん

）

　　　　　　　　　　　　 　　（葉
よう

祥
しょう

明
めい

）

◇きみはライオン！（絵
え

本
ほん

）　　（ユテウン）

◇パール・ハーバー（上
じょう

下
げ

）

　　　　　　　　　（クレイグ・ネルソン）

◇ベルリンは晴
は

れているか　　（深
ふか

緑
みどり

野
の

分
わき

）

◇人
ひと

騒
さわ

がせな名
めい

画
が

たち　　　　（木
き

村
むら

泰
たい

司
じ

）

◇セゾン　　　　　　　　　　（鈴
すず

木
き

哲
てつ

也
や

）

◇私
わたし

が誰
だれ

かわかりますか　　　（谷
たに

川
がわ

直
なお

子
こ

）

◇たてがみを捨
す

てたライオンたち（白
しら

岩
いわ

玄
げん

）

◇皇
こう

室
しつ

の風
かぜ

　　　　　　　　　（岩
いわ

井
い

克
かつ

己
み

）

◇吉
よし

田
だ

茂
しげる

という反
はん

省
せい

　　　（阿
あ

羅
ら

健
けん

一
いち

ほか）

◇光
ひかり

の人
ひと

　　　　　　　　　　　（今
いま

井
い

彰
あきら

）

◇あなた　　　　　　　　　　（大
おお

城
しろ

立
たつ

裕
ひろ

）

◇名
めい

句
く

の所
ゆえん

以　　　　　　　　　（小
お

澤
ざわ

實
みのる

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

４５８冊
さつ

☆貸
かしだしさっすう
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◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/
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市民図書館１階は通常通り開館しています！ぜひご利用ください。

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お　知　ら　せお　知　ら　せ

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　１月２０日（午前９時～正午）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集 
≪１月の対象日≫ 
　１月１４日（月・成人の日）

　※月曜日収集該当地区のみの収集となります。

　※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

お忘れなく！

市 県 民 税 ４ 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７ 期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

１月３１日（木）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　22



－境港市の人口－
　　　男　：16,507 人（－  2）
　　　女　：17,710 人（－ 11）
　　合　計：34,217 人（－ 13）
　　世帯数：15,205 世帯（＋ 6）

　※平成 30 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
 1 月  10 日（木）
 2 月  14 日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談  1 月  11 日（金） 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取行政監視
       行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

心 配 ご と 相 談
 1 月  11 日（金）
 2 月  8 日（金）

13：30 ～ 15：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法 律 相 談
 1 月  18 日（金）
 2 月  1 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法律相談
（ 相 続・ 遺 言、
不動産、多重債
務問題など）

 1 月  25 日（金） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

 1 月  17 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
 1 月  8 日（火）
 2 月  12 日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家 庭 児 童 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こ こ ろ の 相 談
カウンセリング

 1 月  28 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

Ｄ Ｖ 相 談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年 金 ダ イ ヤ ル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

1月  4 日（金）
松本英三版画展～喫茶店シリーズ～
　（～ 1月 28 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 17：00
海とくらしの史料館
☎ 44 ー 2000

大人　400 円
小・中・高校生　100 円
※幼児・70 歳以上は無料

1 月 16 日（水）
第 11 回認知症になっても安心し
て暮らせるまちづくり市民大会

文化ホール 13：00 ～
長寿社会課
☎ 47 － 1131

無　料

   1 月 19 日（土）
   2 月  2 日（土）

古典講座「みんなで楽しく『万葉
集』を読もう」

上道公民館 14：00 ～
市民図書館
☎ 47 ー 1099

無　料

1月 26 日（土）
絵本と紙芝居の会
（英語絵本を一緒に楽しみましょう）

市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 ー 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

前田 風
ふう

花
か

 ちゃん（H30.3.2 生） と

   お母さんの 直美 さん（渡町）

  
≪お子さんへのメッセージ≫

 　元気に育ってね

中橋 幹
かん

太
た

 ちゃん（H30.3.13 生） と

   お母さんの 禎
さだ

巳
み

 さん（京町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   大きくなってね！

下浦 凛
りん

太
た

郎
ろう

 ちゃん（H30.4.2 生） と

 お母さんの 友子 さん（渡町）

  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

　元気にたくさん食べて大きくなってネ

　境漁港の年間水揚げ量は１２万トン前後で

全国でも有数です。そのうち７割以上が、ア

ジ、サバ、イワシで、その多くは缶詰などの

加工用になりますが、旬の季節には鮮魚から

調理したものをいただきたいものです。

　マイワシの旬は秋から春にかけてです。寒

い季節にピッタリの、脂の乗ったイワシのグ

ラタンはいかがでしょうか？

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  35お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
　①　イワシを３枚におろし、塩、こしょうをする。

　②　①に小麦粉をつけ、から揚げにして、適当な大きさに切る。

　③　たまねぎとパセリはみじん切り、マッシュルームは薄切り　

　　にする。

　④　鍋にサラダ油を熱し③のたまねぎを炒め、ホールコーンと

　　マッシュルームを加えてさらに炒める。

　⑤　ホワイトソースを作る（鍋にバターを溶かし、小麦粉を入

　　れ、クッキーのような香りが立ったら、玉にならないように

　　牛乳を数回に分けて入れる。最後に塩とこしょうで味を調え

　　る。）

　⑥　グラタン皿にホワイトソースを１／３くらい入れ、②と④

　　をのせ、その上にホワイトソースをかけ、粉チーズを振りか

　　け 2００℃のオーブンで表面に焼き色がつくまで焼く。

　⑦　焼き上がったらパセリのみじん切りを振りかける。

　※市販のグラタンに②を加えるだけでも、簡単にイワシのグラ　

　　タンが出来ます。

□材料（４人前）
◇マイワシ　　　　中４尾

◇塩　　　　　　　小さじ１／３

◇こしょう　　　　少々

◇たまねぎ　　　　１／２個

◇マッシュルーム　５０ｇ

◇ホールコーン　　５０ｇ

◇サラダ油　　　　小さじ２

◇粉チーズ　　　　大さじ１

◇パセリ　　　　　少々

◇ホワイトソース　

　　小麦粉　　大さじ３

　　バター　　３０ｇ

　　牛乳　　　２カップ

　　塩　　　　小さじ３／４

　　こしょう　少々

イワシのグラタン


